
七
月
二
十
三
日
に
、
第
六
回
サ
イ
エ
ン
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
の
後
【
化
学
・

生
物
分
野
】
分
科
会
と
【
数
学
・
物
理
・
地
学
・
そ
の
他

分
野
】
分
科
会
の
二
つ
に
分
か
れ
、
参
加
校
に
よ
る
発
表

が
行
わ
れ
た
。
わ
が
校
か
ら
の
高
校
二
年
、
三
年
の
合
計

三
十
三
班
の
ほ
か
、
千
葉
市
立
千
葉
高
等
学
校
か
ら
物
理

班
、
東
海
大
学
付
属
高
輪
台
高
等
学
校
か
ら
生
物
班
・
文

系
班
、
奈
良
女
子
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
か
ら
化
学
班
、

福
島
県
立
福
島
高
等
学
校
か
ら
化
学
班
、
ル
ネ
サ
ン
ス
大

阪
高
等
学
校
か
ら
広
領
域
班
が
参
加
し
た
。
発
展
的
な
内

容
や
興
味
深
い
内
容
の
発
表
は
、
良
い
刺
激
と
な
っ
た
だ

ろ
う
。
質
疑
応
答
に
よ
る
学
校
間
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ

た
。ま

た
、
発
表
の
後
に
は
大
学
の
先
生
方
等
か
ら
指
導
助

言
が
あ
っ
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
方
は
次
の
通
り
。

奈
良
女
子
大
学
理
学
部
教
授
の
小
林
毅
先
生
、
山
内
茂

雄
先
生
。
奈
良
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
推
進
セ
ン

タ
ー
の
特
任
教
授
春
本
晃
江
先
生
。
大
阪
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
教
授
の
藤
原
康
文
先
生
、
大
政
健
史
先
生
、
南

方
聖
司
先
生
。
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
六
名
の

大
学
院
生
の
方
々
。
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興

機
構
の
鈴
木
清
史
様
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

青 翔
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第
六
十
五
回
学
生
科
学
賞
奈
良
県

審
査
結
果
と
中
央
審
査
に
つ
い
て

日
本
学
生
科
学
賞
は
、

中
学
生
、
高
校
生
を
対

象
と
し
た
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
日
本
最
高
峰
の

科
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ

る
。

受
賞
者
た
ち
の
声

Ｑ
、
受
賞
に
当
た
っ
て
工
夫
し
た
点
は

何
で
す
か
？

Ａ
、
専
門
的
な
単
語

に
注
釈
を
つ
け
ま
し

た
。
デ
ー
タ
を
た
く

さ
ん
使
い
ま
し
た
。

中
央
審
査
へ
進
む

Ａ
、
研
究
結
果
に
対

し
て
常
に
疑
問
を
抱

く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
研
究
を
可
視

化
し
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
賞

『
野
菜
ス
プ
ラ
ウ
ト
を

低
カ
リ
ウ
ム
濃
度
に
す

る
方
法
の
確
立
』

高
校
三
年

髙
見
明
日
香

北
隅
奈
王

知
事
賞

『
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

連
星
Ｓ
Ｓ
４
３
３
の

ジ
ェ
ッ
ト
の
変
化
』

高
校
二
年

森
本
千
慧

松
尾
唯
那

学
校
賞
八
年
連
続
受
賞

優
秀
賞

『
原
核
生
物
数
と

環
境
変
化
』

高
校
三
年

マ
ド
ッ
ク
ス
姫
ア
ン

安
在
温

冷
水
ま
な
み

芳
田
帆
香

Ａ
、
図
や
グ
ラ
フ
を
多

く
用
い
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
重
複
表
現
を
避

け
、
読
み
や
す
い
文
章

に
し
ま
し
た
。

中
央
審
査
へ
進
む

http://www.e-net.nara.jp/jhs/seisho
http://www.e-net.nara.jp/hs/seisho
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
関
連
授
業
の
紹
介

統
合
科
学

こ
の
科
目
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
念
頭
に

地
域
や
社
会
の
課
題
を
探
究
的
に
解

決
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

主
な
活
動
と
し
て
、
四
、
五
人
で

班
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
地
域

や
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
。
御
所

市
役
所
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
実
際

の
政
策
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
た
り
、

御
所
市
民
と
交
流
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
。
実
際
に
授
業
を
受
け
て
、

デ
ー
タ
の
活
用
や
、

地
域
と
の
か
か
わ

り
の
重
要
性
に
気

づ
い
た
と
い
う
声

も
あ
る
。
本
校
で

の
履
修
学
年
は
高

校
一
年
。

情
報
分
析
科
学

こ
の
科
目
で
は
、
主
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
数
学
的
な
デ
ー
タ
の
見
方

に
つ
い
て
学
ぶ
。
定
期
考
査
は
な
い

が
、
同
等
の
扱
い
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
課
題
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
初
心
者
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
な

こ
と
か
ら
学
ん
で
い
る
。

デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
重
要
性
や

実
際
に
そ
れ
が
何
な
の
か
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
情
報
化
社
会
の

今
日
、
と
て
も
重
要
な
授
業
で
あ
る
。

履
修
学
年
は
高
校
一
年
。

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
英
語

こ
の
科
目
で
は
、
海
外
の
サ
イ
エ

ン
ス
に
ま
つ
わ
る
ト
ピ
ッ
ク
の
記
事

を
読
み
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
関

連
し
た
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
な
ど

を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
培
う
。

専
門
的
な
単
語
が
出
て
き
て
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
先
生
が
授
業
を
す
る
た
め
に

難
し
い
授
業
に
な
っ
て
い
る
が
、
先

生
方
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
や
質
問
し

や
す
い
環
境
の
た
め
心
配
は
な
い
。

積
極
的
な
授
業
参
加
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
英
語
で
の
表
現
力
や
リ
ス
ニ
ン

グ
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
履
修

学
年
は
高
校
二
年
。

ス
ー
パ
ー

ロ
ジ
ッ
ク
国
語

こ
の
科
目
は
主
に
様
々
な
文
章
を

「
論
理
的
」
に
読
み
解
い
た
り
、
自

分
の
考
え
を
記
述
す
る
練
習
を
し
た

り
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
授
業
で

は
読
解
力
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待

で
き
る
。
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る

こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
た
め
、

自
ら
の
考
え
を
表
現
す
る
力
を
養
う

こ
と
が
で
き
る
。
履
修
学
年
は
高
校

二
年
。

十
一
月
二
十
日
に
、
「
探
究
的
な
学
び
に
関
す
る

授
業
改
善
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。
わ
が
校
の
数
学
、
生
物
、
探
究
科
学
の
授

業
動
画
を
視
聴
後
、
東
洋
大
学
食
環
境
科
学
部
教
授

の
後
藤
顕
一
先
生
に
「
学
習
評
価
の
基
本
的
な
考
え

方
と
実
践
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
い
た
。

授
業
改
善
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

森
本

春
花
先
生

(

中
学
二
年
・
数
学)

生
徒
た
ち
が
、
数
学
を
ご
く

身
近
に
あ
る
も
の
と
考
え
、
創

造
的
に
楽
し
ん
で
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
関
数
グ

ラ
フ
ソ
フ
ト
を
用
い
た
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
私
の
授
業
で
は
「
数
学
が
で
き

る
生
徒
」
で
は
な
く
、
「
数
学
的
な
問
題
を
自

ら
見
出
し
、
協
働
的
に
解
決
に
取
り
組
む
生

徒
」
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
は
よ
り
生
徒
の
自
主
性
を

重
ん
じ
た
授
業
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
数
学
で
遊
ぶ
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

生
田

依
子
先
生

（
高
校
三
年
・
探
究
科
学
）

今
回
は
考
察
の
書
き
方
に
関
す
る
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
「
デ
ー
タ
や
先
行
研
究

な
ど
の
証
拠
に
基
づ
い
た
、
確
か
な
考
察

に
な
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
基
準
で
自

己
・
相
互
評
価
を
し
ま
し
た
。
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
論
文
の
書
き
方
を
身
に
付
け
、

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
出
場
す
る
こ
と
で
視

野
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
生
徒
た
ち
に
は
論
理
的
思
考
力
な

ど
、
将
来
、
分
野
を
問
わ
ず
必
要
と
な
る

力
を
身
に
付
け
て
ほ
し

い
で
す
。
今
後
、
生
徒

が
自
分
自
身
の
成
長
を

感
じ
ら
れ
る
授
業
を
し

た
い
で
す
。

中
井

秀
輔
先
生

(

高
校
一
年
・
生
物
基
礎)

従
来
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
、

G
o
o
g
le
Ja
m
b
o
a
rd

と
い
う
電

子
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
用
い
る

こ
と
で
、
生
徒
か
ら
の
意
見
を
簡
単
に
集
約
で

き
、
す
べ
て
の
生
徒
が
発
言
権
を
得
る
授
業
を

行
え
ま
す
。
ま
た
、
話
し
合
い
や
活
動
の
記
録

が
保
存
さ
れ
る
た
め
、
自
分
の
意
見
の
振
り
返

り
や
ク
ラ
ス
全
体
で
の
知
識
の
共
有
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
後
も
生
徒
た
ち
の
声
を
聴
き

技

術
を
よ
り
活
用
し
た
授
業
を
行
い
た
い
で
す
。

生
徒
の
声

・
相
互
評
価
を
通
し
て
自
分
の
考
察
の
足
り

な
い
部
分
に
気
づ
き
、
よ
り
よ
い
表
現
が
で

き
た
。
（
高
校
三
年
）

・
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り

自
身
の
探
究
科
学
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。

（
高
校
三
年
）

・
文
章
の
再
添
削
を
す
る
と
き
に
過
去
の
自

分
の
考
え
を
見
直
せ
る
の
で
、
と
て
も
楽

だ
っ
た
。
（
高
校
一
年
）

第
二
十
一
号
担
当
は
、
高
校
二
年
紙
谷
真
生
・
長
野
桜
子
・
野
村
俊
介
・

松
本
音
葉
と
中
学
二
年
池
浦
妃
麗
・
安
川
姫
那
・
石
河
隼
侑
・
谷
昊
弥
で
す
。
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